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第 4表  時 期別収量と収量比

も  残 された問題点

6月 1日頃の晩播の検討

6 参 考 資 料  岩 手県園芸試験場昭51.52野菜試験成績幸

5 乾 熱 によ る トマ トの種子 消毒

1 背 景と特徴

タパヨモザイクウイルス (TMV)の 伝染源として種子及び土壊が問題となつている。

トマトにかけるTMVの 種子伝染については、 1976年都築 らが市販種子か ら25～ 41%の 高

率な保毒状況を調査 し、その後槌環境は改善されているが保毒構子が混入 し″ている駐いは

十分にある。保義種子が播極されると苗床の管理中に、特に仮植時に伝染 していく。この

ことか ら第ニ リン酸ソ土ダ_の 種子消韓が行われていたが十分ではなく乾熱を利用しフた種

子消毒が有効であるので紹介する。
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2  技 術 内 容

(1)種 子消毒方法

丁.予 備乾燥

30C前 後で送風乾燥…… 1～ 3日 間 (種子の乾燥状態に よる )又はシリカグルを用

又はシリカゲルを用い 7日 以上乾燥          !

イ.乾 熱処理

70～ 75C… … 3日 間処理

(例 :循残送風式電気定温乾操器 )

ウ.保   存

乾燥状態で保存する。

e)種 子に対する乾熱処理の影響

ア.処 理種子の発茅率は概 して 5～ 10%悪 くなる。

イ.処 理種子の発芽状況は 2日 程選れる。しかしその後の生育には影響はない。

ウ.処 理種子の保存はデンケーターを用いることに より長期 (一年間 )保 存でをる。

3 普 及上の注意事項

(1)予 備乾燥をしないと、湿つた種子の場合発芽率が悪 くなることがある。

セ)乾 熱処理の温度は80C以 上には絶対にしない。また乾燦幕の庫内温度むらに注意するっ

温度が70C以 下になると消毒効果は劣る。

僧` 発 芽が 2日 程遅れるので、早女きをするか、催芽をすると良い。   ・

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名

野菜花弁の主要病害の生態 と防除

確)試 験年次

昭和 52年

G)試 験方法

室内およびほ場

化)試 験結果

乾熱処理によるTMVの 不活化については、千葉農試の長井 らが70C8日 間の処理で

す
高い効果を確認 している。また乾熱処理の種子に対する影響は、発芽率、発芽揃に若干

の差があるも、その後の生育、収量には差はなか つた。
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脩)主 要成果の具体的データー

ア.ト マトのTMVに 対する乾熱消毒の効果

(千 葉農試 :長井ら )

イ.乾 熱処理種子の発芽状況

発芽試験   2 8℃
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4 4
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乾熱処理粒子の発芽率は 5～ 10%程 度落ち、発芽揃は 2日程遅れる。しかし観祭

lrCよればその後の生育には影響が見 られなかった。

4 サ ャェ ン ドウの種子 消毒

1 背 景と特徴

サ 千エン ドウの種子伝染性病客には炭そ病、褐斑病、つる枯細菌病等多種類あ り、苗の

立林を起 し、特に夏ま書型の栽培を不安定にしている。この対策 として種子の表面に付着

している磁の殺菌方法にアンチホルミン処理が有効である結果を得たので紹介する。また

アンチホル ミンに浸漬することにょり、
・
障害を受けている種子の見分け方が容易になるの

であわせて紹介する。      _

2 技 術の内容

(1)種 子消韓法                |

アンチホル ミン20倍次  30分 問浸横

修)障 害種子の見分け方
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※ グルテノーザ葉上直径 22 ,夕の円内の l e s i o n数


